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議会だ よ り

隠

　
９
月
議
会
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１３

１４

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
各
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
、
条
例
の
改
正
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
１９

で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
斉
藤
議
員
・
髙
場
議
員
・
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
・

教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、

関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第３号

報告済令和３年度北海道初山別村健全化判断比率の報告について報告第２号

報告済株式会社しょさんべつ振興公社の経営状況ついて報告第３号

可決

初山別村議会議員及び初山別村長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第３３号

可決
非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償支給条例の一部を

改正する条例の制定について
議案第３４号

可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第３５号

可決
フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
議案第３６号

可決初山別村税条例の一部を改正する条例の制定について議案第３７号

可決
初山別村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
議案第３８号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和４年度一般会計補正予算（第３号）
承認第７号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和４年度一般会計補正予算（第４号）
承認第８号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
承認第９号

可決令和４年度一般会計補正予算（第５号）議案第３９号

可決令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第４０号

可決令和４年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第４１号

可決
令和４年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第２号）
議案第４２号

可決令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）議案第４３号

可決令和４年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）議案第４４号

認定
令和３年度北海道初山別村各会計歳入歳出決算等の認定

について
認定第１号
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韻

　
委
員
の
同
意

■
教
育
委
員
会
委
員

　
初
山
別
村
字
有
明

大
　
家
　
貴
　
代
　
氏

（
新
任
）

　　
　
写
真

　
　
報
告

■
令
和
３
年
度
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

→
実
質
公
債
費
率
 ６
・
３
％

　
前
年
度
比△

０
・
３
ポ
イ
ン
ト

垢
 髙
場
議
員

　
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る

比
率
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
マ
イ
ナ
ス
１
４
６
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。

■
株
式
会
社
し
ょ
さ
ん
べ
つ

振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

→
令
和
４
年
度
予
算
額

１
億
４
８
１
０
万
０
０
０
０
円

　
令
和
３
年
度
決
算
額

１
億
３
８
２
３
万
１
１
５
９
円

　
　
条
例

■
初
山
別
村
議
会
議
員
及
び

初
山
別
村
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
う
改
正
。

■
非
常
勤
の
特
別
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

→
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
う
改
正
。

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
北
海
道
最
低
賃
金
の
改
定

に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

→
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
者
に
対
し
国
保
税

を
減
免
す
る
た
め
改
正
。

■
初
山
別
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
者
に
対
し
介
護
保

険
料
を
減
免
す
る
た
め
改
正
。

　
　
承
認

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）】

　
３
８
６
万
１
千
円
を
追
加

し
、　

億
６
６
１
６
万
８
千

２４

円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）】

→
１
０
７
８
万
９
千
円
を
追

加
し
、　

億
７
６
９
５
万
７

２４

千
円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）】

→
７
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、

１
億
４
５
４
９
万
６
千
円
に
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
４
９
４
０
万
６
千
円
を
追

加
し
、　

億
２
６
３
６
万
３

２５

千
円
に
。

【
岬
セ
ン
タ
ー
】

垢
 鎌
田
副
議
長

　
ト
イ
レ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ル
ブ
何
か
所
修
繕
か
、
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
で
あ
り
早
期

修
繕
が
必
要
で
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
男
子
ト
イ
レ
３
か
所
の
交

換
、
今
後
は
早
急
に
対
応
し

た
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

垢
 髙
場
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
有
率
と
取
得
の
推
進
に
つ

い
て
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
５
月
末
で
保
有
者
は
４
４

１
名
、
人
口
に
対
し
　
・
５

４０

％
、
今
後
使
い
道
が
拡
大
さ

れ
る
、
取
得
拡
大
に
向
け
広

報
を
増
や
し
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

→
２
６
０
万
３
千
円
を
追
加

し
、
２
億
６
２
８
３
万
６
千

円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

→
７
３
４
万
１
千
円
を
追
加

し
、
１
億
９
７
７
２
万
１
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

→
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、

２
１
３
７
万
４
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

→
７
４
７
万
１
千
円
を
追
加

し
、
１
億
５
２
９
６
万
７
千

円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

→
７
千
円
を
追
加
し
、
１
億

０
３
８
０
万
７
千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

■
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意

見
書

提
出
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

報

告

承

認

補

正

予

算

委

員

の

同

意

条

例

意

見

書

提
出
者
　
鎌
田
議
員
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吋

 

ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

の
導
入
・
操
縦
者
の
育
成
に

つ
い
て

議
員
　
近
年
、
様
々
な
地
域
に
お

い
て
地
震
や
大
雨
、
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
本
村
に

お
い
て
も
８
月
の
大
雨
に
よ

り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
方

自
治
体
の
中
に
は
、
災
害
の

被
災
状
況
や
被
災
者
の
状
況

確
認
な
ど
に
お
い
て
、
ド

ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
を

有
効
活
用
す
る
事
例
が
増
加

し
て
き
て
お
り
、
災
害
時
の

活
用
の
他
に
も
、
鳥
獣
害
対

策
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
活
用
で

き
る
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
便
性

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
自
治

体
も
注
目
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
が
進
み
、
労
働
人

口
の
減
少
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
る
中
、
様
々
な
分
野

で
活
用
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
は
、

今
後
更
に
身
近
な
存
在
と
な

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
本

村
に
お
い
て
も
ド
ロ
ー
ン
導

入
を
検
討
し
、
同
時
に
操
縦

者
の
育
成
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

村
長
　
近
年
、
災
害
対
策
、
地
域

産
業
の
担
い
手
確
保
、
若
者

の
定
住
化
と
い
っ
た
地
域
課

題
の
解
決
や
農
業
、
教
育
分

野
を
充
実
さ
せ
る
施
策
を
展

開
し
て
い
く
中
で
、
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
実
際
の
活
用
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
ド
ロ
ー
ン

は
、
様
々
な
研
究
や
実
験
を

通
じ
て
、
よ
り
性
能
が
向
上

し
、
活
用
方
法
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
利
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
操
縦

者
の
技
術
習
得
や
安
全
管
理

の
ほ
か
運
用
面
と
し
て
予
算
、

運
用
、
保
管
、
整
備
な
ど
導

入
に
あ
た
り
様
々
な
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
時
代
の
潮
流
と
し
て
ド

ロ
ー
ン
の
利
活
用
促
進
に
向

け
た
施
策
の
必
要
性
を
十
分

に
認
識
し
、
村
に
お
け
る
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

ま
た
先
行
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
自
治
体
な
ど
の
運
用

事
例
等
を
参
考
に
し
、
今
後

あ
る
べ
き
方
向
性
の
検
討
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
８
月
に
は
、
大
雨
に
よ
る

被
害
、
地
震
が
発
生
し
村
民

の
皆
さ
ん
の
不
安
も
大
き
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
推
察

す
る
。
こ
こ
数
年
で
の
気
候

変
動
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

に
危
機
感
を
強
く
し
て
い
る

が
、
村
長
は
ど
う
感
じ
て
い

る
か
。

村
長
　
地
球
環
境
の
変
動
と
共
に

色
々
な
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
。
異
常
化
へ
の

危
機
感
を
持
っ
て
、
新
た
な

段
階
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
議
員
と
同
じ

認
識
。

議
員
　
災
害
現
場
に
お
け
る
危
険

区
域
で
の
活
動
に
お
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
の
存
在
は
絶
対
的

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長
　
確
認
を
直
接
人
が
行
う
部

分
で
は
危
険
を
伴
い
、
難
し

い
場
面
も
想
定
さ
れ
る
。
近

代
機
器
を
活
用
し
調
査
し
、

次
の
対
策
を
練
る
こ
と
は
大

変
重
要
。
村
の
未
来
の
た
め

に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

議
員
　
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
に
つ

い
て
は
。

村
長
　
日
常
の
視
線
と
違
う
視
点

で
の
映
像
は
非
常
に
新
鮮
に

感
じ
る
。
村
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た
手

立
て
が
必
要
か
検
討
を
深
め

た
い
。

議
員
　
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
何
が

で
き
る
か
は
、
実
際
に
活
用

し
な
け
れ
ば
わ
か
な
い
部
分

も
多
い
と
思
う
。
様
々
な
と

こ
ろ
で
ド
ロ
ー
ン
導
入
、
操

縦
者
の
育
成
に
関
す
る
協
議

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

一

般

質

問
斉藤　勝博　議員

Ｑ ドローン（無人航空機）の

　  　　　　 導入検討について

Ａ　ドローンの活用について、
　　　　　　幅広く検討していきたい

宮
　
本
　
村
　
長
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右

 

初
山
別
村
文
化
財
の
保
存
と

継
承
に
つ
い
て

議
員
　
村
で
は
昭
和
　
年
に
初
山

６０

別
村
文
化
財
保
護
条
例
を
制

定
し
、
有
明
獅
子
舞
を
第
１

号
に
、
平
成
　
年
に
は
金
比

２８

羅
神
社
を
２
番
目
に
指
定
い

て
い
る
。
無
形
・
有
形
に
か

か
わ
ら
ず
村
の
誇
り
で
あ
り

宝
で
も
あ
る
文
化
財
を
保
存

し
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
依
っ
て

そ
の
方
策
に
つ
い
て
教
育
長

に
伺
う
。

①
有
明
獅
子
舞
は
、
昭
和
　４０

年
に
初
山
別
村
郷
土
民
芸
保

存
会
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
　６１

年
か
ら
は
有
明
小
学
校
児
童

が
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
で

舞
に
取
り
組
み
有
明
を
あ
げ

て
伝
承
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
平
成
　
年
に
は
奉

２２

納
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

賛
同
す
る
方
た
ち
が
集
い
平

成
　
年
再
開
し
、
年
々
演
舞

２６
数
も
増
え
盛
大
に
な
っ
て
き

て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

３
年
間
中
断
さ
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
へ
の
ふ
る
さ
と
学

習
と
し
て
の
取
り
組
み
や
、

条
例
の
目
的
で
あ
る
村
民
の

文
化
の
向
上
に
資
す
る
活
用

等
、
文
化
財
の
保
存
と
継
承

の
努
力
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

②
金
比
羅
神
社
は
、
大
正
、

昭
和
と
２
回
に
わ
た
り
御
堂

の
改
修
、
新
築
が
な
さ
れ
、

毎
年
７
月
　
日
に
海
難
事
故

２０

防
止
と
豊
漁
祈
願
の
例
大
祭

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
昭

和
　
年
に
大
鳥
居
が
建
立
さ

５６
れ
て
か
ら
は
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
、
多
く

の
旅
行
者
も
参
拝
し
て
く
れ

て
い
る
。
村
の
文
化
財
と
し

て
、
維
持
、
補
修
等
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長

①
無
形
文
化
財
、
有
明
獅
子

舞
は
、
昭
和
　
年
に
結
成
さ

４０

れ
て
い
る
初
山
別
村
郷
土
民

芸
保
存
会
が
中
心
と
な
り
平

成
　
年
ま
で
の
間
、
道
内
で

２２
開
催
さ
れ
た
伝
統
芸
能
発
表

会
な
ど
へ
の
参
加
、
演
舞
指

導
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
き

た
。
有
明
小
中
学
校
の
統
合

後
も
初
山
別
小
学
校
の
学
芸

会
で
発
表
す
る
等
、
児
童
生

徒
へ
の
郷
土
芸
能
学
習
の
場

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

平
成
　
年
に
保
存
会
は
解
散

２３

し
た
が
、
新
た
な
体
制
づ
く

り
に
協
力
し
、
平
成
　
年
に

２６

有
明
獅
子
舞
有
志
の
会
が
発

足
、
演
舞
が
復
活
さ
れ
た
。

村
で
は
、
演
舞
に
必
要
な
消

耗
品
や
運
営
に
対
し
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
活
動
が
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
が
、
再
開
の

際
は
有
志
の
会
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
保
存
活
動
へ

の
支
援
を
継
続
し
た
い
。

②
有
形
文
化
財
、
金
比
羅
神

社
は
、
歴
史
的
な
背
景
か
ら

も
貴
重
な
文
化
材
で
あ
る
と

と
も
に
、
近
年
で
は
観
光
拠

点
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

祠
や
御
堂
は
所
有
者
で
あ
る

金
比
羅
宮
の
方
々
に
よ
り
維

持
さ
れ
て
き
た
。
維
持
補
修

等
は
関
係
者
の
所
有
権
及
び

財
産
権
を
尊
重
し
保
存
活
動

の
充
実
を
図
り
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
文
化
財
の
保
護
、
保
存
、

そ
し
て
後
世
へ
伝
え
る
こ
と

に
つ
い
て
、
十
分
に
な
さ
れ

て
い
た
か
。

教
育
長

　
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
、

可
能
な
支
援
、
対
応
策
を
所

有
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
中

で
継
続
し
て
き
て
い
る
。

議
員
　
最
近
の
ふ
る
さ
と
学
習
で

の
取
り
組
み
内
容
は
、
有
明

獅
子
舞
を
ど
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
か
。

教
育
長

　
総
合
的
な
学
習
で
演
舞
の

対
応
を
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
難
し
く
な
り
副

読
本
で
の
対
応
で
進
め
て
い

る
。

議
員
　
有
明
獅
子
舞
に
関
し
演
舞

は
映
像
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
機
会
が
あ
れ

ば
見
せ
る
取
り
組
み
も
し
て

は
。

教
育
長

　
す
べ
て
で
は
な
い
が
映
像

と
し
て
あ
る
。
ロ
ビ
ー
で
の

放
映
等
、
今
後
文
化
祭
等
事

業
を
進
め
る
中
で
対
応
し
た

い
。

議
員
　
金
比
羅
神
社
の
維
持
補
修

に
対
す
る
費
用
は
。

教
育
長

　
教
育
委
員
会
の
予
算
で
対

応
す
る
。

一

般

質

問

Ｑ　初山別村文化財の

　　　　　　保存と継承について

Ａ　保存主体の所有権及び財産権を

　　　　　尊重し活動支援をしていきたい
髙場　志津子　議員



議会だ よ り

宇

 

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

と
協
働
で
築
く
災
害
へ
の
備

え
を
万
全
に
す
る
た
め
に

議
員
　
令
和
４
年
８
月
８
日
か
ら

９
日
の
大
雨
に
よ
る
災
害
。

　
日
未
明
の
道
北
を
震
源
と

１１し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・

２
と
５
・
４
の
地
震
、
発
生

か
ら
４
年
を
迎
え
た
最
大
震

度
７
を
観
測
し
た
胆
振
東
部

地
震
か
ら
見
え
た
、
本
村
の

危
機
管
理
の
課
題
と
解
決
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
災
害
時
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は

作
動
し
て
い
た
が
、
住
民
の

避
難
行
動
を
支
援
す
る
防
災

情
報
の
提
供
は
配
信
メ
ー
ル

を
含
め
不
足
し
て
い
た
。
又

屋
内
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
音

声
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。

災
害
時
に
避
難
行
動
が
容
易

に
と
れ
る
よ
う
、
防
災
情
報

を
村
民
に
わ
か
り
や
す
く
提

供
し
、
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
明
確
化
す
る
た
め
に
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
と
広
報
車
を
上
手
く

活
用
す
る
と
共
に
、
早
急
に

戸
別
の
受
信
機
、
光
回
線
を

利
用
し
た
テ
レ
ビ
電
話
等
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

②
各
町
内
会
の
防
災
組
織
と

村
、
相
互
間
で
の
情
報
の
収

集
と
伝
達
は
速
や
か
に
行
わ

れ
て
い
た
か
。
町
内
任
せ
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。
各

町
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
地

域
ふ
れ
あ
い
担
当
職
員
を
副

会
長
に
位
置
付
け
、
防
災
組

織
の
一
員
に
す
る
等
、
普
段

か
ら
組
織
と
村
と
の
関
係
を

密
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

③
村
の
協
力
要
請
先
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
村
赤
十
字

奉
仕
団
を
村
災
害
対
策
本
部

の
組
織
に
組
入
れ
共
に
行
動

で
き
る
と
大
き
な
戦
力
と
な

る
の
で
は
。

村
長

①
防
災
情
報
の
住
民
周
知
に

つ
い
て
は
、
一
連
の
状
況
を

検
証
し
更
な
る
対
応
の
必
要

性
を
感
じ
た
。
災
害
の
状
況

に
応
じ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
な
ど
を
進
め
る
。
光
回

線
を
利
用
し
た
、
よ
り
効
率

性
の
高
い
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
へ

の
検
討
を
し
て
い
る
。
生
活

支
援
メ
ー
ル
の
登
録
促
進
を

図
り
、
よ
り
効
果
的
な
機
器

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

②
村
が
情
報
収
集
し
た
内
容

を
町
内
会
、
自
治
会
に
迅
速

に
情
報
提
供
を
行
え
る
体
制

づ
く
り
を
図
り
た
い
。
地
域

ふ
れ
あ
い
担
当
職
員
は
地
域

の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
配

置
し
て
い
る
。
有
事
の
際
は

災
害
対
策
本
部
の
一
員
と
な

る
た
め
難
し
い
。

③
国
の
災
害
対
策
基
本
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
者
を

指
名
し
て
い
る
。
赤
十
字
奉

仕
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
機

関
に
は
、
有
事
の
際
に
様
々

な
協
力
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
情
報
共
有
を
密

に
し
、
徹
底
し
た
連
絡
体
制

の
充
実
に
努
め
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
音
で
村
民
に
危
険
を
知
ら

せ
る
手
立
て
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

村
長
　
今
の
状
況
に
満
足
し
て
い

な
い
。
伝
わ
る
仕
組
み
を
、

知
見
を
深
め
て
検
討
し
た
い
。

啓
発
活
動
も
必
要
と
考
え
る
。

議
員
　
情
報
の
伝
わ
ら
な
い
村
民

も
い
る
。
早
期
に
準
備
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

村
長
　
情
報
を
取
り
づ
ら
い
方
へ

の
対
策
が
柱
に
な
る
、
極
め

て
緊
急
性
の
高
い
問
題
で
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
災
害
時
の
村
民
に
対
す
る

注
意
、
呼
び
か
け
、
指
示
は

で
き
な
い
か
。

村
長
　
機
会
を
捉
え
情
報
を
流
す

こ
と
は
意
味
が
あ
る
。
村
、

村
民
と
も
に
意
識
を
高
め
、

防
災
力
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
と
強
く
感
じ
る
。

議
員
　
想
定
外
の
災
害
害
が
多
く

な
る
中
、
国
の
方
針
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
赤
十
字
奉

仕
団
を
入
れ
た
方
が
動
き
が

速
い
の
で
は
。

村
長
　
大
事
な
の
は
情
報
の
共
有
、

対
策
を
共
有
し
、
確
認
し
な

が
ら
動
く
こ
と
が
必
要
。
か

な
り
課
題
は
あ
る
が
一
つ
一

つ
必
要
な
こ
と
を
実
装
し
、

実
際
に
行
動
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 配信メール以外の

　  　　新たな情報伝達の方法は

Ａ　生活支援メールを活かしつつ
　　より効果的なシステム導入を検討したい
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烏

　
 民
　
生
　
費
 

〇
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

費垢
 髙
場
委
員

　
し
ょ
さ
る
号
の
運
行
を
１

年
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が
課
題
と

思
う
が
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
平
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
が
た
り
な
い
現
状
。

社
協
職
員
に
よ
る
対
応
も
あ

り
、
再
度
打
ち
合
わ
せ
を
行

う
。

〇
保
育
所
運
営
費

垢
 髙
場
委
員

　
保
育
所
へ
の
満
３
歳
児
の

途
中
入
所
に
つ
い
て
、
早
く

か
ら
子
ど
も
同
士
の
関
係
を

築
く
た
め
に
も
検
討
し
て
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
今
の
段
階
で
、
変
更
す
る

よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
ど
う
い
っ
た
形
が
良
い

か
検
討
す
る
。

　
 衛
　
生
　
費
 

〇
母
子
保
健
事
業
費

垢
 髙
場
委
員

　
３
年
度
に
設
置
さ
れ
た
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
実
績
と
個
別
の
支
援

プ
ラ
ン
作
成
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
母
子
手
帳
交
付
時
、
子
育

て
の
相
談
の
実
施
、
乳
幼
児

の
各
種
健
診
、
育
児
教
室
を

実
施
。
個
別
の
支
援
計
画
は

策
定
対
象
が
い
な
か
っ
た
。

〇
健
康
増
進
費

垢
 髙
場
委
員

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
レ
ー
ジ

ポ
イ
ン
ト
が
年
数
が
経
っ
た

が
、
数
が
伸
び
な
い
要
因
を

ど
う
考
え
る
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
継
続
参
加
者
以
外
へ
広
め

る
た
め
の
検
討
を
重
ね
た
い
。

　
 土
　
木
　
費
 

〇
公
園
費

垢
 鎌
田
委
員

　
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
る
が

み
さ
き
台
公
園
野
球
場
の
利

用
状
況
は
。
多
目
的
な
用
途

の
利
用
も
検
討
し
て
は

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
利
用
は
な
か
っ
た
。
利
用

し
や
す
い
よ
う
管
理
、
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

垢
 三
谷
副
委
員
長

　
公
園
遊
具
の
点
検
と
増
や

す
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
木
製
遊
具
の
設
置
を
検
討

中
。
再
度
点
検
し
遊
べ
る
対

応
を
し
た
い
。

　
 消
　
防
　
費
 

〇
災
害
対
策
費

垢
 髙
場
委
員

　
災
害
備
蓄
品
の
保
管
状
況

と
自
首
防
災
組
織
の
カ
バ
ー

率
に
つ
い
て
。

茅
 山
崎
企
画
振
興
室
長

　
災
害
備
蓄
品
に
つ
い
て
は

配
置
計
画
の
も
と
各
会
館
へ

配
置
、
世
帯
カ
バ
ー
率
で

　
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

８１

　
 教
　
育
　
費
 

〇
学
校
管
理
費

垢
 三
谷
副
委
員
長

　
部
活
動
の
外
部
指
導
に
つ

い
て

茅
 大
西
教
育
次
長

　
５
年
度
よ
り
土
曜
、
日
曜

日
の
部
活
動
に
つ
い
て
の
移

行
に
向
け
意
見
交
換
を
行
い

検
討
し
て
い
る
。

　
 歳
　
　
　
入
 

〇
村
民
税
、
固
定
資
産
税

垢
 加
藤
委
員

　
滞
納
繰
越
に
つ
い
て
の
今

後
の
対
策
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
納
税
相
談
を
行
い
個
別
に

対
応
を
し
て
い
る
状
況
。

〇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

垢
 三
谷
副
委
員
長

　
３
年
度
の
対
策
と
成
果
に

つ
い
て
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
現
在
村
Ｈ
Ｐ
・
さ
と
ふ
る

の
２
つ
の
間
口
で
実
施
し
、

件
数
で
　
％
、
金
額
で
　
・

７４

４５

９
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

垢
 髙
場
委
員

　
寄
付
金
の
取
り
崩
し
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
新
年
度
予
算
に
向
け
検
討

し
た
い
。

　
様
々
な
視
点
か
ら
住
民
生

活
に
沿
っ
た
活
発
な
審
査
が

行
わ
れ
た
。
令
和
３
年
度
も

２
年
度
と
同
じ
く
コ
ロ
ナ
対

策
に
追
わ
れ
た
１
年
間
で

あ
っ
た
と
思
う
。
実
質
公
債

費
率
６
・
３
％
と
様
々
な
事

業
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
健

全
財
政
を
維
持
し
、
３
億
３

千
２
百
万
の
事
業
を
行
い
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
が
大
き

く
こ
れ
か
ら
の
村
民
生
活
に

多
く
の
も
の
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
も
の
と
思
う
。
様
々

な
村
民
の
求
め
が
あ
る
わ
け

で
す
が
防
災
の
対
策
、
有
事

の
際
の
村
民
の
安
心
、
安
全

な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
時
代

の
流
れ
に
沿
っ
た
様
々
な
対

策
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
今
後
も
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
村
民
が
安
心

で
き
る
村
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

★
議
 
長
 
所
 
感

決

算

審

査

特
別
委
員
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
、　

日
に
わ
た
り
、

１３

１４

令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
を

審
議
し
、
全
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。斉藤　委員長

木村　議長



議会だ よ り

羽

 

①
大
高
橋
補
修
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

３
５
埀５
３
０
千
円

【
所
見
】

　
住
民
の
生
活
道
路
で
あ
り
、

今
後
も
適
正
な
維
持
管
理
を

望
む
。

　
　
写
真

②
天
文
台
改
修
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

４
０
埀８
１
０
千
円

【
所
見
】

　
村
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
も

あ
る
の
で
、
適
正
な
施
設
の

改
修
、
維
持
管
理
を
望
む
。

　
　
写
真

③
栄
第
１
・
第
２
間
線
土
砂

災
害
防
止
対
策
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

１
１
埀３
９
６
千
円

【
所
見
】

　
道
路
全
般
に
お
い
て
、
排

水
等
の
適
正
な
管
理
が
望
ま

れ
る
。

　
　
写
真

④
初
山
別
５
条
線
道
路
排
水

改
修
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

１
７
埀４
３
５
千
円

【
所
見
】

　
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
早
期
の
改
修
を

望
む
。

　
　
写
真

⑤
８
月
８
日
か
ら
９
日
大
雨

被
害
状
況

・
被
害
状
況
を
調
査

【
所
見
】

　
被
害
区
間
が
広
が
ら
な
い

よ
う
、
早
期
の
復
旧
を
望
む
。

　
　
写
真
３
枚

※
事
務
調
査

・
初
山
別
事
業
協
同
組
合
運

営
概
要
に
つ
い
て

　
所
管
す
る
経
済
課
よ
り
経

過
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　
　
写
真

・
村
の
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

　
所
管
す
る
企
画
振
興
室
よ

り
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　
　
写
真

　総務経済常任委員会（髙場志津子委員長）は、１０月７日に本年度予算に計上された

主な事業の実施状況及び８月の大雨による災害個所についての現地調査を行い、検

討の結果をとりまとめ村に提出しました。

　主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を 調 査



議会だ よ り

迂

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
写
真
用
フ
イ
ル
ム
白
黒
　３６

枚
撮
り
１
本
１
９
０
円
、
タ

バ
コ
い
こ
い
　
円
、
し
ん
せ

５０

い
　
円
。

４０
　
中
卒
で
、
も
う
一
人
前
に

働
い
て
い
た
時
代
、
酒
も
タ

バ
コ
の
味
も
知
っ
て
い
た
。

　
高
校
も
定
時
制
（
夜
間
）

で
あ
る
。
昭
和
　
、
８
年
頃

３７

の
日
記
を
見
る
と
、
造
林
や

造
材
、
山
で
働
き
月
２
万
６

千
円
か
ら
３
万
６
千
円
で
、

昭
和
の
良
き
時
代
。
都
会
に

出
て
就
職
し
て
み
れ
ば
、
９

千
円
か
ら
１
万
２
千
円
、
そ

れ
で
も
な
ん
と
か
生
活
は
出

来
た
。

　
夢
も
希
望
も
あ
っ
た
。

　
過
労
死
な
ど
と
い
う
言
葉

は
な
か
っ
た
。

（
文
責
・
山
本
　
康
男
）

　
編
集
後
記

会
議
録
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

の
議
決
の
状
況
や
審
議
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
で
の
閲
覧
が
で
き

な
い
方
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

　
　
　
　
月
で
す

１２

議　　会　　の　　う　　ご　　き

９　　　月８　　　月

上川・留萌管内女性議員研修会

（髙場議員・増毛町）
２９・３０例月出納検査（監査委員）１０

１０　　　月初山別村戦没者追悼式（議長外議員多数）１５

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員長外委員全員及び議長）
７

北海道市町村職員退職手当組合議会定例会

（議長・札幌市）
２２

例月出納検査（監査委員）１４議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）

３１

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１４議会全員協議会（議長外全議員）

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員長外委員多数及び議長）
１９～２２９　　　月

例月出納検査（監査委員）１２

第３回定例会（議長外全議員）

１３・１４

決算審査特別委員会

（委員長外委員全員及び議長）



※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｒ４
８.８

９６.８％３,６９６,０００〇３,８１７,０００㈲本堂建設
（初山別村）㈱前田建設村有建物

（旧農協倉庫）
外部改修工事

一)工事１
４月２８日

（羽幌町）㈱北一組
（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ４
７.２９

９６.５％１,４９６,０００〇１,５５１,０００㈱前田建設
（初山別村）㈱前田建設

村有車庫
屋根葺替工事

一)工事２
４月２８日

（羽幌町）㈱北一組
（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ４
８.８

９６.９％３,４３２,０００〇３,５４２,０００㈱前田建設
（初山別村）㈱前田建設村有建物

（旧土地改良区）
屋根葺替工事

一)工事３
４月２８日

（羽幌町）㈱北一組
（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ４
６.７

９３.３％１,９８０,０００〇２,１２３,０００
㈱司設計
事務所

（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社

天文台改修工事
実施設計委託業務

一)業務５
４月２８日

（旭川市）㈱柴滝建築設計事務所
（旭川市）㈱中原建築設計事務所
（旭川市）㈱司設計事務所
（札幌市）㈱アクティ建築設計

Ｒ４
８.３１

９２.７％２,０９０,０００〇２,２５５,０００
㈱司設計
事務所

（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社
岬センター客室
工事実施設計
委託業務

一)業務６
４月２８日

（旭川市）㈱柴滝建築設計事務所
（旭川市）㈱中原建築設計事務所
（旭川市）㈱司設計事務所
（札幌市）㈱アクティ建築設計

Ｒ４
８.１６

９５.０％１,２４３,０００〇１,３０９,０００㈱タダノ
（初山別村）㈱三洋

区画線設置工事
一)工事４
６月７日

（初山別村）㈱ロード技研
（初山別村）㈱タダノ

Ｒ４
１０.５

９７.１％１１,４５１,０００〇１１,７９２,０００
㈲道北
水道設備

（初山別村）初山別土建㈱村有建物
（旧郵便局）
解体工事

一)工事５
６月７日

（初山別村）㈲道北水道設備
（初山別村）㈱前田建設

Ｒ４
１１.２４

９７.９％１７,４３５,０００〇１７,８０９,０００
初山別
土建㈱

（初山別村）初山別土建㈱
初山別５条線道路
排水改修工事

一)工事６
６月７日

（初山別村）㈲道北水道設備
（初山別村）㈱前田建設

Ｒ４
１１.４

９３.１％７,９９７,０００〇８,５９１,０００
ダイシン
設計㈱

（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社

中峰橋補修工事
実施設計委託業務

一)業務８
６月７日

（旭川市）㈱ドーコン
（札幌市）㈱シン技術コンサル
（札幌市）ダイシン設計㈱
（旭川市）旭川設計測量㈱
（東神楽町）㈱及川土木設計

Ｒ４
１２.２８

９７.２％３５,５３０,０００〇３６,５４２,０００
初山別
土建㈱

（初山別村）初山別土建㈱
大高橋補修工事

一)工事７
７月６日

（初山別村）㈲道北水道設備
（初山別村）㈱前田建設

Ｒ４
１２.１３

９８.５％１１,３９６,０００〇１１,５７２,０００㈱前田建設
（初山別村）初山別土建㈱栄第１・第２間線

土砂災害防止
対策工事

一)工事８
７月６日

（初山別村）㈲道北水道設備
（初山別村）㈱前田建設

Ｒ４
１０.２４

９０.７％３,５２０,０００〇３,８８３,０００
㈱及川
土木設計

（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社
橋梁長寿命化修繕
計画改定委託業務

一)業務９
７月６日

（札幌市）ダイシン設計㈱
（東神楽町）㈱及川土木設計

Ｒ５
２.２８

９３.８％２,３１０,０００〇２,４６４,０００㈱ドーコン
（札幌市）㈱ドーコン

住生活基本計画
改定委託業務

一)業務１０
７月６日

（札幌市）㈱まちづくり計画設計
（札幌市）㈱シー・アイ・エス計画研究所

Ｒ５
２.２８

９４.０％２,０６８,０００〇２,２００,０００㈱ドーコン
（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社

耐震改修促進計画
改定委託業務

一)業務１１
７月６日

（札幌市）㈱ドーコン
（札幌市）㈱まちづくり計画設計

Ｒ４
１０.２４

９３.６％２,７５０,０００〇２,９３７,０００㈱測新開発

（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社築別有明開拓線
改築工事測量概略
設計委託業務

一)業務１４
７月６日

（旭川市）㈱測新開発
（旭川市）旭川設計測量㈱
（東神楽町）㈱及川土木設計

Ｒ４
１２.１４

９８.８％４０,８１０,０００〇４１,２９４,０００
初山別
土建㈱

（初山別村）初山別土建㈱
天文台改修工事

一)工事９
７月６日

（初山別村）㈲道北水道設備
（初山別村）㈱前田建設

Ｒ４
１２.３０

９７.５％６,９３０,０００〇７,１０６,０００㈱前田建設
（初山別村）初山別土建㈱

東山第１線橋梁
補修工事

一)工事１０
８月３０日

（初山別村）㈲道北水道設備
（初山別村）㈱前田建設

Ｒ４
１１.３０

９６.０％１,５７３,０００〇１,６３９,０００㈲三協産業
（初山別村）初山別土建㈱

水道計量器
取替工事

水)工事１
８月３０日

（初山別村）㈱前田建設
（初山別村）㈲三協産業

入札及び見積合せ結果のお知らせ（令和４年度　4．4～4．9）

雨
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★石川隊員のお料理コーナー②★　　～ 揚げじゃがいも ～

【作り方】

①ちいさな小いもをカリッとするまで

２３０度で３０分間揚げる（お好きな油をお

使いください。）

③揚げた小いもに塩をふりタレに絡めて

完成概
　やみつきになるうまさ！

【材料】
毅じゃがいも／200g（約８個）
毅塩／ひとつまみ
毅タレ
　しょうゆ／小さじ２
ビートシロップまたはアガベシロップ
はちみつ／小さじ２
すりおろしにんにく／少々

　
こ
ん
に
ち
は
、
高
塚
で
す
。
先

日
は
バ
レ
ー
少
年
団
の
大
会
に
応

援
兼
手
伝
い
で
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
形
式
で
一
勝
で
し
た
が
、
大

会
の
度
に
み
ん
な
の
実
力
も
そ
う

で
す
が
供
勝
ち
た
い
僑
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
練
習
中
に
団

員
の
一
人
が
「
転
ん
で
も
た
だ
で

は
起
き
な
い
！
」
と
何
度
も
言
っ

て
い
る
の
を
聞
き
、供
も
し
か
し

た
ら
こ
の
子
た
ち
が
高
学
年
に
な

る
頃
に
は
全
道
…
い
や
、
全
国
も

夢
じ
ゃ
な
い
の
か
も
…
　
僑
な
ん

？！

て
思
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

【
高
塚
】

 協力隊
 ほ っ とＮＥＷ Ｓ

バレー少年団の
大会が

開催されました！

　９月下旬に開催された、ツーリングイベントの参加者

の方 に々向けて、初山別村をＰＲする時間を設けさせて

いただきました。初山別村の魅力について少しでも知っ

てもらい、良い時間を過ごしてもらいらいという思いを持

ちながら、お話しさせていただきました。様々なきっかけ

や、理由でくる方達にも良い時間を過ごして欲しいと思

いますし、もっと初山別村の事を知ってもらい、より多く

の方に遊びに来てもらいたいと思っています。【石田】

初
山
別
村
を
Ｐ
 Ｒ
！

　
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
ヨ
ガ
講
師
ま

な
み
ん
さ
ん
を
招
い
て
タ
オ
ル

を
使
っ
た
ヨ
ガ
や
、
ギ
タ
ー

ボ
ー
カ
ル
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
ユ
ニ
ッ
ト
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｉ
ｏ
さ

ん
の
演
奏
と
い
う
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
し
た
。
普
段
あ
ま

り
し
な
い
動
き
で
体
を
ほ
ぐ
し

た
り
、
心
地
よ
い
演
奏
に
手
拍

子
で
一
緒
に
参
加
し
た
り
。
石

川
つ
む
ぎ
ち
ゃ
ん
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
で
は

会
場
の
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り

ま
し
た
。【
池
田
】

第
　
回
６５女
性
大
会
開
催
！



１０ 月のこんなことあんなこと

鵜

Ｐａｌｅｔｔｅ

初山別中学校学校祭（１０月１日）

みんなで協力して　楽しめる学芸会に　輝く笑顔で　感動のステージを

初山別小学校学校祭（１０月８日）

全校合全校合唱唱「「旅立ちの時旅立ちの時」」

総合的な学習の発総合的な学習の発表表

英語暗英語暗唱唱「「ＪｏｈｎＭｕｎＪｏｈｎ Ｍｕｎｇｇ」」

舞舞　踏踏（（ダンスダンス））

文化文化部部（（演奏演奏））「「チェリチェリーー」」他他

演演　劇劇「「ゴリ雪姫ゴリ雪姫」」

音音楽楽「「となりのトトロ 他となりのトトロ 他」」 表表現現「「おばけがでるぞおばけがでるぞ」」

音音楽楽「「風になりたい 他風になりたい 他」」 音　音楽楽「「夜に駈ける 他夜に駈ける 他」」

５・６年生 表５・６年生　表現現「「ピンクのカラスピンクのカラス」」

１年生 挨１年生　挨拶拶「「はじめのことばはじめのことば」」

３・４年生 表３・４年生　表現現「「初小ソーラン」初小ソーラン」

１・２年１・２年生生 １・２年１・２年生生

５・６年５・６年生生 ３・４年３・４年生生



窺

ふじみ保育所　おゆうぎ会（１０月１６日）

　お遊戯会・学芸会・学校祭の３つの

イベントが続く、見所満載の１０月。今

年も村の子ども達が、今まで一生懸命

練習してきた成果を見せてくれました。

☆保育所　おゆうぎ会☆

　元気いっぱいな歌と演技を見せてく

れました。見に来ていた保護者の方た

ちも笑みがこぼれていました。

……………………………………………

☆小学校　学芸会☆

　今年も“初山別小学校らしい”笑い

あり、感動ありのステージが繰り広げ

られました。

……………………………………………

☆中学校　学校祭☆

　生徒全員で力を合わせ作り上げた学

校祭は、テーマのとおりに一人一人の

個性という色が輝いていたのではない

でしょうか。

楽楽器器「「ミッキーマウスマーチミッキーマウスマーチ」」

ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組 ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組

ひまわりひまわり組組 ひまわりひまわり組組

たんぽぽたんぽぽ組組（（女の子）女の子） たんぽぽ・ひまわりたんぽぽ・ひまわり組組

ひまわりひまわり組組 ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組（（男の子）男の子）

歌歌「「世界中のこどもたち世界中のこどもたち」」

歌歌「「世界がひとつになるまで世界がひとつになるまで」」 ピアニピアニカカ「「山の音楽家山の音楽家」」

遊遊戯戯「「輝く未来輝く未来」」 劇劇「「うらしまたろううらしまたろう」」

遊遊戯戯「「Ｍｅｌａ！Ｍｅｌａ ！ 」」 遊遊戯戯「「Y.M.C.Abyザ・ミニオンズY.M.C.A byザ・ミニオンズ」」

　地震や大雨など季節を問わず突然に発生する自然災害に備えるため、北海道防災士会から

講師を招き、地震や津波が起きたときにどうすべきかという話や、災害への備えなどについ

て講演いただきました。講演の後、避難所で起こる様々なできごとに対応し運営する方法を

カードゲーム形式で学ぶ「避難所運営ゲーム北海道版（Ｄｏ はぐ）」を実施しました。参加

した村職員は真剣な表情で取り組み、避難所運営に関する理解を深めました。住民の皆さま

へ安心・安全を提供出来るよう、より一層精進して参ります。（１０月１８日・１９日）

村職員防災研修



●１０月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

中学校学校祭１松

第６５回初山別村女性大会２掌

ヘルスアップ教室（初山別）７晶

小学校学芸会
星空観察会

８松

乳幼児健診１２昌

予防接種１３昭

ヘルスアップ教室（初山別・有明）１４晶

秋季消防演習
ふじみ保育所おゆうぎ会

１６掌

ヘルスアップ教室（初山別・豊岬）２１晶

ほしっこくらぶ会場開放日２６昌

幼児歯科検診
予防接種

２７昭

丑

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　

　　よみきかせ　でした。　　（１０月２６日）

ほしっこくらぶ －１０月号－

　春先に植栽していただいた、初山別市街地の国道花壇の

一斉撤去を実施しました。

　花壇は１時間ほどできれいに冬支度が整いました。ご協

力いただきました皆さま、ありがとうございました。

（１０月１５日）

「花いっぱい運動」国道花壇撤去

　北留萌消防組合初山別村消防団（小林清秀団長）の秋季

消防演習が行われました。津波発生を想定し、一時避難所

である消防庁舎屋上への避難訓練が共和町内会・第一町内

会の住民を対象に行われま

した。その後、参加した方

へお湯又は水だけで食べる

ことができる非常用保存食

が配付されました。地震発生直後から津波発生までの間に避

難所までたどり着けない場合、消防庁舎屋上へ一時避難する

ことができますので、ご承知おきください。（１０月１６日）

秋季消防演習《初山別村消防団》

１１月の「ほしっこくらぶ」は１６日、３０日に自然交流

センターにて開催予定です。



 入
浴
の
メ
リ
ッ
ト

　
一
雨
ご
と
に
気
温
が
下
が
り
、
暦

の
上
で
は
冬
の
初
め
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
、
夏
場
は
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
し

て
い
た
方
も
ゆ
っ
く
り
湯
船
に
浸
か

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
入
浴
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

注
意
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
温
熱
作
用
〉

①
疲
労
回
復
＆
痛
み
の
緩
和

　
お
風
呂
に
入
り
体
が
温
ま
る
こ
と

を
「
温
熱
作
用
」
と
言
い
ま
す
。
血

管
が
広
が
り
、
血
液
の
流
れ
が
良
く

な
り
ま
す
。
全
身
に
酸
素
や
栄
養
分

を
運
び
、
老
廃
物
や
二
酸
化
炭
素
を

回
収
す
る
こ
と
で
疲
労
回
復
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
の
原
因

物
質
も
運
ば
れ
、
筋
肉
の
過
剰
な
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
る
こ
と
、
神
経
の
過
敏

性
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
痛
み
を

緩
和
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

「
入
浴
中
の
一
時
的
な
気
休
め
で
は

な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
慢
性
的
な
痛
み
は
、
何
か

の
き
っ
か
け
で
痛
み
が
生
じ
る
と
、

ま
す
ま
す
神
経
が
過
敏
に
な
り
痛
み

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

一
時
的
に
で
も
痛
み
の
悪
循
環
を
切

る
こ
と
が
長
期
的
な
痛
み
の
緩
和
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
腱
の
柔
軟
性
ア
ッ
プ

　
体
が
温
ま
る
こ
と
で
関
節
周
囲
に

あ
る
腱
の
柔
軟
性
が
増
し
ま
す
。
関

節
が
動
か
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、

特
に
関
節
関
連
の
痛
み
の
緩
和
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
体
の
柔
軟
性

が
増
す
こ
と
で
怪
我
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

③
快
眠

　
入
浴
す
る
と
一
時
的
に
体
温
が
上

昇
し
ま
す
。
お
風
呂
か
ら
出
る
と
１

～
２
時
間
で
体
温
が
速
や
か
に
低
下

し
ま
す
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
布

団
に
入
る
と
良
い
睡
眠
が
と
れ
ま
す
。

〈
静
水
圧
作
用
〉

　
湯
か
ら
受
け
る
水
圧
の
こ
と
で
、

湯
が
深
く
な
る
ほ
ど
圧
力
が
高
ま
り

ま
す
。
静
脈
血
の
還
流
を
促
す
た
め
、

む
く
み
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〈
浮
力
作
用
〉

　
お
風
呂
の
中
で
体
が
浮
く
作
用
の

こ
と
で
、
湯
が
深
く
な
る
ほ
ど
大
き

な
浮
力
が
得
ら
れ
ま
す
。
首
ま
で
浸

か
る
と
体
重
が
　
分
の
１
程
度
に
な

１０

り
ま
す
。
入
浴
中
は
こ
の
作
用
に
よ

り
筋
肉
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
体
が
休
ま

り
ま
す
。

　
　
寿
以
上
の
湯
に
入
浴
す
る
と
交

４２
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
血
圧
が
上
が

り
脈
が
速
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
血

液
の
粘
度
が
増
加
す
る
こ
と
で
血
栓

が
生
じ
や
す
く
な
る
た
め
、
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。　

寿
以
下
で
あ
れ
ば
血
圧
や
脈

４０

の
変
化
は
少
な
く
な
り
、
副
交
感
神

経
が
刺
激
さ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま

す
。
体
温
が
上
が
り
す
ぎ
て
し
ま
う

と
の
ぼ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
湯
が
熱

す
ぎ
た
り
、
入
浴
時
間
が
長
く
な
り

す
ぎ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
循
環
器
疾
患
や
呼
吸
器
疾

患
が
あ
る
方
、
高
齢
の
方
は
全
身
浴

を
行
う
と
、
心
臓
へ
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
た
り
息
苦
し
く
な
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
半
身
浴
が
お
す
す
め
で

す
。
　
入
浴
中
は
水
分
が
失
わ
れ
る
た
め
、

入
浴
前
後
に
水
分
補
給
を
行
う
こ
と

も
重
要
で
す
。
あ
る
研
究
で
は
　
寿
４１

の
お
湯
に
　
分
入
浴
し
た
場
合
に
、

１５

約
８
０
０
朱
の
水
分
が
失
わ
れ
た
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
血
栓
予
防

の
為
に
入
浴
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
ず

つ
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

お
酒
は
水
分
補
給
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

（
保
健
師
　
小
泉
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

碓

お
す
す
め
の

入
浴
方
法
と
注
意
点

　
℃
、　
分
間
、全
身
浴

４０

１０



■
国
税
に
関
す
る
申
告
・
面
接
相
談

は
「
事
前
予
約
」
が
必
要
で
す
。

　
税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
皆
様
に

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
申
告
・
面
接
相
談
で
き
る
よ
う
、

原
則
と
し
て
「
事
前
予
約
制
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
申
告
・
面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
電
話
で
相

談
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望

の
相
談
日
時
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相
談
員

が
「
借
金
の
悩
み
」
を
親
身
に
な
っ
て
伺

い
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提

案
し
ま
す
。ま
た
、「
預
金
・
融
資
、
保

険
な
ど
金
融
全
般
」の
ご
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。無
料
・
予
約
不
要
で
す
。

【
受
付
日
時
】

　
令
和
４
年
　
月
　
日（
水
）

１１

１６

　
午
前
　
時
～
午
前
　
時

１０

１２

【
会
場
】
旭
川
地
方
合
同
庁
舎

　
西
館
１
階
　
第
１
共
用
会
議
室

　
（
旭
川
財
務
事
務
所
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
緯
０
１
１
儿
８
０
７
儿
５
１
４
４

　
又
は
０
１
１
儿
８
０
７
儿
５
１
４
５

　
北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通

　
（
９
時
～
　
時
、　

時
～
　
時
）

１２

１３

１７

【
主
催
】

　
北
海
道
財
務
局
、旭
川
財
務
事
務
所

　
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
当
日

お
越
し
い
た
だ
け
な
い
方
に
つ
き
ま

し
て
も
、
次
の
常
設
窓
口
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
借
金
・
金
融
一
般
相
談

　
・
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
　
０
１
１
儿
８
０
７
儿
５
１
４
４

　
・
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
　
０
１
１
儿
８
０
７
儿
５
１
４
５

・
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口

　
　
０
１
１
儿
７
２
９
儿
０
１
７
７

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
村
で
は
、
広
報
誌
や
お
知
ら
せ
版

の
他
に
登
録
さ
れ
た
「
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
へ
情
報
配
信
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
配
信
内
容
は
、

通
行
止
め
情
報
、
沿
岸
バ
ス
運
行
状

況
、
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
、
詐
欺
の
注

意
喚
起
、
診
療
所
の
臨
時
休
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
の
情
報
な
ど
、
メ
ー
ル
配
信
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
現
在
登
録
し
て
い
な
い

世
帯
の
方
は
、
是
非
登
録
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

《
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
へ
》

■
新
規
登
録
の
方
法

　
現
在
登
録
し
て
い
な
い
方
の
新
規

登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
広
報
誌
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
る
ア
ド
レ
ス

に
お
名
前
を
添
え
て
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
次
の
ア
ド
レ
ス
に
、
登
録
す
る
方

の
お
名
前
を
添
え
て
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

0
1
4
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5
1
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u
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a
@
sh
o
sa
n
b
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③
お
名
前
と
携
帯
の
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
た
メ
モ
を
役
場
企
画
振
興
係

ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
以
前
登
録
し
た
が
、
メ
ー
ル
が
届

か
な
い
方
へ

①
申
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電

話
会
社
を
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

→
役
場
企
画
振
興
係
ま
で
、
お
名
前

と
変
更
後
の
ア
ド
レ
ス
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

②
迷
惑
メ
ー
ル
の
設
定
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

→
メ
ー
ル
受
信
設
定
か
ら
「
宛
先
指

定
受
信
ア
ド
レ
ス
」
に

@
ra
id
e
n
.k
ta
iw
o
rk
.jp

 
  
  
 
 
  
  
  
 
  
   
を

追

加

し
て
く
だ
さ
い
。
設
定
方
法
が
分

か
ら
な
い
場
合
、
役
場
企
画
振
興

係
ま
で
携
帯
電
話
を
持
参
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
携
帯
電
話
が
無
い
世
帯
の
方
へ
》

　
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
は
「
家
庭
の

固
定
電
話
」
や
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」
で
も
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
す

る
と
メ
ー
ル
配
信
と
同
じ
内
容
の
も

の
が
音
声
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
流
れ
ま
す
。

ご
希
望
の
世
帯
の
方
は
、

・
氏
名

・
お
住
ま
い
の
地
区
名

　
（
例：

字
有
明
）

・
電
話
番
号
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
、

役
場
企
画
振
興
係
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

国
税
に
関
す
る
相
談
は

　
　
　
　
　
　
お
電
話
で

臼

「
借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

届
い
て
い
ま
す
か
？

「
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
」



【
お
問
い
合
わ
せ
】

初
山
別
村
企
画
振
興
室
企
画
振
興
係

　
緯
０
１
６
４
儿
６
７
儿
２
２
１
１

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
警
察
で
は
事
件
や
事
故
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
、
家
庭
内
暴
力
、
お

子
さ
ん
の
い
じ
め
問
題
で
悩
ん
で
い

る
方
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〈
警
察
相
談
電
話
〉

◇
性
犯
罪
相
談
１
１
０
番

　
＃
８
１
０
３
（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

※
＃
８
１
０
３
（
ハ
ー
ト
さ
ん
）
に
つ

な
が
ら
な
い
場
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
儿
７
５
６
儿
３
１
０

◇
少
年
相
談
１
１
０
番

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
儿
６
７
７
儿
１
１
０

◇
暴
力
団
相
談
電
話

　
０
１
１
儿
２
２
２
儿
０
２
０
０

◇
道
警
相
談
セ
ン
タ
ー

　
＃
９
１
１
０

　「
オ
レ
だ
け
ど
急
に
お
金
が
必
要

に
な
っ
た
」「
還
付
金
が
あ
る
か
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
が
必

要
」「
名
義
貸
し
は
違
法
、
逮
捕
さ
れ

る
」
な
ど
の
電
話
が
き
た
ら
詐
欺
で

す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
き
た
と
き

は
、
す
ぐ
電
話
を
切
っ
て
、
警
察
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

　
児
童
虐
待
事
案
の
取
扱
い
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
尊
い
子
供
の
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
の
痛
ま
し
い
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
近
所
に
こ
の
よ

う
な
子
供
や
保
護
者
は
い
ま
せ
ん
か
。

・
子
供
の
泣
き
声
や
助
け
を
求
め
る

声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
る

・
子
供
の
身
体
に
不
自
然
な
傷
が
多

い
・
子
供
を
長
時
間
放
置
し
て
外
出
す

る
・
家
の
中
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
異
臭
が

す
る

・
長
時
間
理
由
不
明
の
不
在
が
続
い

て
い
る

　
な
ど
、
児
童
虐
待
の
疑
い
を
感
じ

た
ら
、
迷
わ
ず
に
児
童
相
談
所
、
警

察
、
市
区
町
村
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。 児

童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
に
広
げ
よ
う
被
害
者
支
援
の
輪

渦

そ
の
電
話
…
…
欺
電
か
も
　！？

詐
欺
話
が
き
た
ら
「
＃
９
１
１
０
」

気象台ひと口メモ ～冬に備える～

問い合わせ先　旭川地方気象台（緯 0166崖32崖7102）　https://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

　上川・留萌地方では、朝晩を中心に冷え込

み、これから本格的な冬の到来を迎えます。今

回は、「冬への備え」についてのお話しをします。

　冬というと真っ先に浮かぶのは「雪」だと思い

ます。旭川での平年値は、「初雪」は１０月１９日、

地面が雪に白く覆われる状態となる「積雪」は

１１月４日、降った雪が融けずに積雪状態が継

続する「長期積雪」（根雪）は１１月２４日となって

います。

　今から６年前の２０１６年は冬の訪れが早く、

旭川での初雪は１０月２０日とほぼ平年並みでし

たが、「長期積雪」は１０月２９日と平年より１ヶ月

程度早くなり、１１月上旬には３０センチを超える

積雪となりました。このように年によっては、急

に積雪状態になることもあります。

　また、峠や山間部では平地よりも気温が低い

ため、平地は雨でも、峠や山間部では路面が

凍結したり、積雪状態となることがありますの

で、車で峠を通行する方や山間部にお住いの

方は、路面状況の変化に気を付けてください。

　天気予報や週間天気予報で雪の予報が発表

されたら、車のタイヤ交換など

早めに冬の備えを行いましょう。

　気象台では、冬の始まりに、

峠や山間部で初めて積雪状態

になる時と平地で初めて積雪

状態になると予想された時には、「雪に関する

気象情報」を発表して積雪や路面の凍結による

交通障害について注意を呼びかけています。ま

た、気象庁ホームページの「今後の雪」では、

１時間毎に推定した現在の積雪の深さと降雪

量の分布、及び、６時間先までの予測を表示

することができますので、天気予報や交通情

報などと併せてご利用ください。



嘘

１　インボイスとは
　売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税等を伝えるものです。具体的には、現行の

「区分記載請求書」に「登録番号」、「適用税率」及び「税率ごとに区分した消費税額等」の

記載された請求書等の書類や電子データをいいます。インボイスを発行するためには、イン

ボイス発行事業者の登録申請が必要です。登録は課税事業者が受けることができます。

２　インボイス制度とは
　売手であるインボイス発行事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求められた

ときは、インボイスを交付しなければなりません（また、交付したインボイスの写しを保存

しておく必要があります。）。買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則、取引相手（売

手）であるインボイス発行事業者から交付を受けたインボイスの保存等が必要となります。

３　登録申請はお早めに！
　インボイス制度の開始前に、「取引先への登録番号の通知」や「請求書のフォーマットの見

直し」などの準備が必要となるため、登録を予定されている方は、早期の登録申請をお勧め

しています。

　また、登録申請に当たっては、書面で申請された場合に比べて早期に登録通知を受けるこ

とができるｅ－Ｔａｘを是非ご利用ください。ｅ－Ｔａｘで申請された場合、電子データで登録

通知を受け取ることができ、通知書の紛失のリスクもありません。

 ※ｅ－Ｔａｘのご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

　

諮 インボイス制度特設サイト
　インボイス制度の概要、制度について解説した動画（国税庁動画チャンネル）、

取扱通達Ｑ＆Ａ、オンライン（全国どこからでも参加可能）や税務署等の説明会開

催情報や申請手続、免税事業者の方向けのコンテンツも掲載しています。

諮 制度についての一般的なご質問は
　チャットボットにご質問を入力いただくと、ＡＩを活用して２４時間自動でお答え

します。軽減・インボイスコールセンターでは一般的なご質問にお答えします。

フリーダイヤル　０１２０－２０５－５５３（無料）９：００～１７：００（土日祝除く）

※個別相談は、所轄の税務署への事前予約をお願いします。

－　税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス　https://www.nta.go.jp　－

制度開始時にインボイス発行事業者となるためには、

　　原則、令和５年３月３１日までに登録申請が必要となります。

令和５年１０令和 ５年１０月月にに 消費税消費税 のの インボイス制度インボイス制度 が始まりますが始まります

チャットポットは
こちらから

インボイス制度
特設サイト



受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和４年１２月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇

（第４水曜日２８日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２８日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２２日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（５日）〇
整形専門外来

予約制

８：００～１１：００穴口医師（２日・９日・１６日・２３日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１３日・２０日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１２日・２６日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（１日・８日・１５日・２２日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（６日・１３日・２０日・２７日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（６日・７日・１３日・２０日・２１日・２７日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（７日・２１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（２日・９日・１６日・２３日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひとのうごき

～令和４年１０月末～

人口と世帯数
人口 １,０８２人
　　　（＋５人）
 男 ５２３人
 女 ５５９人
 世帯数 　５２９世帯 
　　　（±０世帯）

（　） は前月比

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

転　　入

１０／３１　合羽井　淳　仁（初山別）

　　　　　　　　あゆみ

　　　　　　　　絢　仁

お 誕 生

１０／７　松　井　 俐  琥  斗 （豊　岬）
り く と

（父：佑司　母：美里）

１０／１８　細　野　 唯 　 斗 （初山別）
ゆい と

（父：竜太　母：昇子）

１０／２４　中　田　 快 　 晴 （明　里）
かい せい

（父：奨理　母：咲菜）

唄

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※午前の内科は予約優先で診療を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※羽幌病院は１２月２８日（水）で年内の外来診療を終了します。新年は令和５年１月４日（水）より診療を開始します。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、九重コミュニティセンター（苫前町）で１５日（木）に行います。



北海道留萌振興局税務課　ＴＥＬ 0164－42－8416

初山別村総務課税務課係初山別村総務課税務課係　ＴＥＬＴＥＬ 0164－67－2210164－67－22111

最 低 賃 金 額　 時間額 ９２０円

効力発生年月日　 令和４年１０月２日

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されてい

る行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小などの

措置をとることがありますのでご了承願います。

　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。 欝
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　地方税ポータルシステムエルタックスは、

北海道で扱う「法人道民税・法人事業税・

特別法人事業税・地方法人特別税」と市町

村で扱う「個人道市町村民税」「法人市町

村民税」「固定資産税（償却資産）」の申告、

一部の届出及び「固定資産税（償却資産）」

を除く各税目の納税をインターネットを利

用して行えるシステムです。

猿詳しい情報、ご利用届出は
　ホームページをご覧ください。

　ホームページアドレス

　　　　https://www.eltax.lta.go.jp/

道税・市町村税の申告・納税がネットでできる

● 今月の主な行事予定 ●
（１１／１１～１２／１３）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１１月号）
粗大ごみ

１１晶

　

月

１１

インフルエンザ予防接種（自然交流センター）１２松
１３掌
１４捷
１５昇

ほしっこくらぶ１６昌
１７昭

破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）１８晶
１９松
２０掌
２１捷
２２昇
２３昌

予防接種２４昭
２５晶
２６松
２７掌

広報配布（お知らせ版）２８捷
２９昇

ほしっこくらぶ会場開放日３０昌
１昭

　

月

１２

健診結果説明会２晶
インフルエンザ予防接種２回目（自然交流センター）３松

４掌
５捷
６昇
７昌

予防接種８昭
ふじみ保育所　クリスマス会９晶

１０松
１１掌
１２捷

広報しょさんべつ配布（１２月号）１３昇

北海道最低賃金
　北海道内の事業場で働く全ての労働

者（会社員、パート、アルバイトの方、

学生さんなど働く全ての人）及びその

使用者に適応される北海道最低賃金が

次のとおり改定されます。

～編集後記～⑨
　皆さんこんにちは。広報担当の木村です。日増

しに寒さが身にしみるようになり、お布団から

出るのがつらい季節になりましたね。１０月は羽

幌町・苫前町・初山別村の留萌中部３町村で、札

幌市のホテルポールスターを会場に観光物産展

を開催しました。たこ珍味やハスカップジャムな

ど販売した商品は全て完売し、初山別村にゆかり

のある方など沢山のお客様にお越しいただいて

大盛況のうちに終了ま

した。（初めてしょさま

るの着ぐるみを着て

「こっち向いてー！」「一

緒に写真撮って！」と

黄色い声援にうれし恥

ずかしい木村でした。）


